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川俣さんの田んぼ日記①田植え編 
5 月 17日、身土不二用コシヒカリや、黒米を栽培している民間稲作研究所の川俣さんの圃場へお邪魔してきました！ 
 

民間稲作研究所では循環型有機農業を進めており、自然環境・生物の多様性を大事にし、それを活用して 

いく農法を全国各地で指導を行っています。そこの田んぼは何が違うのか、体験を通して勉強していきた 

いと思い、川俣さんにお願いして定期的に田んぼを見せていただけることとなりました。 

有機栽培と慣行栽培 何が違うのか・・・ 

① 育苗が違う！ 

慣行→葉が約 2.5枚でたら田植え開始。川俣さん→約 5.5枚出てから植えます。 

また、慣行栽培より 1 か所に植える本数は少ない。 

深水管理に耐える大きく丈夫な苗を作ることで、農薬不使用でも病害虫に負けない、丈夫な苗になる 

のです。 

② 水を張るタイミングが違う！ 

慣行→水を張ったらすぐ田植え開始。川俣さん→1カ月前から水を張り 2回ほど代掻きをします。 

POINT：最初に田にある雑草の種を発芽させる→代掻きをして除草！また、漉き込んで肥料に。 

深水管理をすることで、雑草の発芽を抑制して除草剤を使用しない栽培をしています。 
 

長年、有機栽培で米を栽培している川俣さんの田んぼはいったいどんな生物がいるのか、 

生き物に詳しい川俣さんに案内してもらいました♪ 

今回見つけた生き物は 

 

田植えが始まる 1 カ月前には水を張っているため、他の田んぼより生き物が多くなるそうです。 

今回は見つけられなかったけれど、絶滅危惧種であるタガメも見ることができるそうですよ。 

田植え、生き物観察の様子を動画で見られるようにしました。良かったらQR コードで読み込み、ご覧になって下さい。 

今後も米が収穫されるまで 1 カ月間隔で、田んぼの様子や、どんな生き物がいるのか、皆さんにお伝えしていきたいと思います。

お楽しみに♪                         （商品部 間中） 

 

田んぼ日記①田植え編 

YouTube動画(8分26秒） 

イトミミズ（イトミミズ、ユリミミズ）、アマガエル（おたまじゃく

し）、トウキョウダルマカエル、ヒメガムシ（成虫・幼虫）、オカメミ 

 ジンコ、カイミジンコ、ゲンゴロウの仲間、ドジョウの稚魚 

野木町 ササニシキ生産者 舘野さんの 米に関わる雑学①♪ 

「神社の御神前にある四角い紙がつながってあるもの見たことある？あれは『紙垂 ｼﾃﾞ』穢れを祓い清めるものなんだけど、

雷が厄払いすると信じられていたから稲妻に似た形をしているんだよ。雷が多い年ほど稲は豊作。雷の事を稲妻・光を稲光って

いうでしょ！雷と稲作は昔から密接な関係なんだよー」。 
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参加してみませんか      ＜お問合せ よつ葉生協 組合員組織部 TEL 0120-07-1613＞ 

Zoom 

生活アートクラブさんから学ぶ 

海洋汚染とマイクロプラスチックについて 
環境に負荷をかけない、環境を育てるをテーマに私たちに安心な生

活雑貨や食品を提案してくれている生活アートクラブさんを講師に

お招きし、海洋汚染とマイクロプラスチックの事や脱プラに関する

お話をみなさんで学んでいきましょう。（お子さんの夏休みの宿題の

ヒントになる？かも？？） 

日 時：7月 31日（水）10：30～11：45（受付10：20～） 

会 場：Zoom 

参加費：無 料    

定 員：30人    

託 児：な し 

締切日：7月12日（金） 

主 催：オンライン委員会 

筑 西 

親子でこんにゃく作り体験 
グリンリーフさんをお呼びして、親子で楽しくこんにゃく作り！ 

こんにゃく芋から手作りします．夏休みの体験にいかがですか？ 

日 時：8月 2日（金）10：00～12：00（受付9：45～） 

会 場：関城コミュニティセンター（旧関本公民館） 

    （茨城県筑西市関本上1470） 

参加費：組合員 1000円（一組） 

    一 般 1200円（一組） 

定 員：親子8組    

託 児：な し 

締切日：7月12日（金） 

主 催：つくば委員会 

＜持ち物＞持ち帰り用容器（こんにゃく 500g 分＋煮汁）またはジ

ップロック、三角巾、マスク、飲み物、スリッパ（お子様は上履きなど） 

よつ葉文庫 

NO.1316 「フランスの田舎に心ひかれて」Myna（まいな）食べもの通信社 

       

 グラフィックデザイナーの著者がフランス人の夫とフランスに移住。 

 日本でも田舎移住で半自給自足生活を送る人が増えています。フランスの田舎暮らしは

どうでしょうか。不便と言えば不便で、すぐ出来ないことなどいろいろありますが、不便に

合わせるとそれが普通で特別問題は起きていないという。人はやりたいことの為には柔軟

になれる気がしました。 

 写真が多く、フランスだからとか日本だからという感覚が消えそうな本です。どこで暮

らしても、人は知恵と工夫と隣人で幸せに生きていけるのですね。 

NO.1317 「地球の冷やし方 ―ぼくたちに愉しくできること―」 

                        非電化工房 藤村靖之 晶文社 

温暖化を食い止めることは責任が重くのしかかって、考える程に現実とのギャップを強

く感じます。藤村さんにかかっては「愉しくできること」がいっぱいあるので辛いことで

はないと言います。 

著者「自立心を磨く」（よつ葉文庫NO.1275）でお金のかからない生活力を上げることを

さらに高めて、多方面への応用と、こんなことが出来るのということを実践しています。 

科学者だから理にかなっている裏付けもとれます。 

 衣・食・住、全てアイデア満載で、カラー写真で詳しく説明しているので、「これなら出

来る？」と誘われます。非電子工房の負担にならない考え方と実践は、きっと幸福度が上

がります。 

 2011.3.11で放射能測定機をお願いしたところ、通常の 1/3の金額で作ってくれました。

ほぼ部品代でしたが、すべて手作りと、余計なお金は回さないのは生き方そのものです。 

                                 （顧問 冨居） 

新刊登録   

新刊登録   

下 野 

親子で学ぼう！森のこと、竹のこと！ 

～自然を守るために私達にできることとは？～ 
いま、日本の森林はどうなっているのでしょう？ 

森の整備や植林について知り、その延長にある持続可能な未来の暮らし 

を一緒に考えてみませんか？（自由研究のテーマにもいかが♪） 

生活アートクラブの富士村代表を講師にお招きします。 

日 時：7月 30日（火）10：00～12：00（受付9：45～） 

会 場：新石橋公民館（栃木県下野市石橋629-1） 

 

参加費：無 料 

定 員：30人 

託 児：な し 

締切日：7月12日（金） 

主 催：真岡委員会 

※大人1名でのご参加も大歓迎です。 




